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　目的　山梨県の気候風土に根ざしたたべものの実態は、交通網の発達などによる全国画

一化現象がおこる以前、即ち、明治・大正・昭和初saまでに求められると考えて、統?↑資

料にもとづいて、この時代のエネルギー源食材料の概要を把握した。総エネルギーに占め

るそれら食材料の比率の地域差を明らかにし、若干の実験結果を裏付けとして、各地に伝

承されたたべものを、調理科学的視点からその合理性を検討した。

　方法　１）イ　資料：明治百年の山梨農業、山梨県統言↑書(明治I 6年以降）、ロ　期

別：　1 期一明治16 ～35年、２期一明治36～大正目年、3 期一大正12～昭和12年、　ハ　地

域別：甲府、東山梨、東八代、西八代、南巨摩、中巨摩、北巨摩、南都留、北都留　2 )

各食材料のエネルギー源寄与率の期別、地域別試算　3 ）1人１日あたりエネルギー量の

試算　4 ）吸水試験結果からみた食用形態（粒食、粉食）の妥当性の検討　5 ) 穀粉への

注水量と加熱方式との関連についての実験

　結果　1 ）収穫高推移：米‐上昇の一途、大麦一明治期漸増、大正期ほぼ横ばい、昭和

初期漸減、小麦一明治中期まで漸増、以後ほほ横ばい　2 )米のエネルギー源寄与率の地

域差：甲府－70 ％前後、中巨摩、北巨摩－65 ％前後、東山梨、東八代－50％前後、南巨摩

- m %前後、西八代、南都留－30 ％前後、北都留－15％前後。期別差は一定の傾向を示さ

ない　3 ) 1人１日あたりエネルギー量：著しい地域差を認めた　i ）吸水良好グループ

：白米、精麦他　不良グループ：とうもろこし、玄麦他　5 )穀粉への注水量（熱、冷）

とドウの物性から、ねりくり、おやきなど伝承食の合理･性を認めた。
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　目妁第一報同様、調理指単の変違i把握し, 現代の大摩･^おける調理衷有のあり方3-

考景することS:目的として. 岑苓軟科すの分析を行なっre．

　方法等一報に引き統^. 今回は、大正澗に気版り
李斂升書3o冊＆資料とu.前回とほヽり司様の方･法て･調査分断を笑施しre.

　銘果　大正期の象争散神書いいヽV ')砂くの種順公版やれているμ．朋波期（7）-t版．改訂

版ヵ哨か-y たのマ･≒償料には. 大二正瑚μ新r-.な衿x･･叙版-八̂八と考え今れるI のを選んだ

散科書の喬芳は、前包j l･は個人系の･I の々゛ほとんどであったが. 今田Iま、研気会．綸さん
岑. 欄人多によられヽものバ増加している．食物関係記亭は散外書全体の約zo /.をおめ,

明法期とa vim様であり. その内澪暴威も剛

に溥ヽキ料、靖涼飲料、アルコ-)レ飲外調味粁の中に・明弗期に見られなかった新いヽ食

西戦加おっている．また前回、’煮る．から瀬iuしrこ’;^げる、于芸ヵりらに洲とし．

　’翼めものiど煮締めJと、ヽ･､た名称て･･ど別され、ヶ-^の一油5:硬う’炒める-. 手法と、

多量の如^便う゛埓げる.、子法とをご刈し?‘て記載が見られる．こうし八調理臓の于法ゐの
分化や食みの=糖類数の変化It. 面洋料理の敗§喀⌒の導入の影響がヽ大いヽが、それば献土

例ぱつ、ヽT t指摘t? れる．鯛食例は、銅回とはり^様の内灘､であるが、蚕食･it 1l!|, 夕食

でμ約3判μ洋食を令む献立､が見られμ。i H . 釆養衆の記述t'は、大H-j ～/o年頃の教

科書x･･コt む･めTビタ$ンの名称が見えふが. これは釆養*､とE別され.刺激象と呼ばれ
てヽヽる．栄峯奮とuて扱われるのはさらit 2 ⌒･3年後マ･あゐ,


